
＜総合振興計画進行管理表＞ （１／１）

（行政分野別計画）
１．基本事項 作成日

期間 施策担当部課名

総
合
振
興
計
画

計
画
施
策
名

行
政
分
野
別

施策の概要
（目的や対象）

市民ニーズ
の状況

施策の推進のため
の主な取り組み施策を取り

巻く社会状
況等

２．評価指標

区分
指標名（上段） 単

位
指標値（上段は目標値・下段は実績値）

算出式・説明（下段）

成
果
指
標

３．一次評価(今後の施策の方向性）
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000002安心して健康に暮らせる福祉のまちづくり＜保健・福祉＞

平成24年08月24日(金)

こども青少年課

000003次代を担う人づくりプロジェクト

000004少子高齢社会をこころ豊かに暮らせるまちづくり

子どもが健やかに育つ環境づくり

000003子どもが健やかに育つ環境づくり
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	PTXTTAIOUSAKU: ・児童の安全確認の徹底（通告受理後、４８時間以内の安否確認の徹底、関係機関と連携し、定期的な安全確認を行う。児童と面会できない場合、児童相談所との協議を行う。）
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	PTXTCOMMENT: 　児童虐待通告に対しては、迅速な対応が求められており、４８時間以内に児童の安否確認を行うこととしている。現状では全ての虐待通告について対応できており、継続管理が必要な事例については、要保護児童対策地域協議会において関係機関と処遇検討を行っている。適切な対応ができるよう、関係機関担当者の資質向上を図るため、年１回研修会を開催している。研修会参加人数は、徐々に増加しているが、目標に達していないので、開催時期や会場について検討が必要である。
	PTXTKENKAI: 　虐待通告に対しては、児童の安全確認を最優先に考え、４８時間以内の安否確認が全数実施できていることは評価でき、今後も引き続き、迅速な対応に留意していく。処遇困難な事例が増えている中、関係機関の担当者が虐待対応について共通認識を持つことは、適切な対応を行う上で重要なことなので、児童虐待対応に関する研修会も継続していく。
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